日本人フランス語学習者のフランス語鼻母音間聞き分け

―学習歴による知覚の推移―

竹内 京子

　日本人フランス語初級者は、辞書や教科書にある鼻母音の発音の説明に疑問を感じており、同じ音でも、初級者と上級者では、別の聞き方をしているということが、先行研究から観察されている。本発表では、学習歴に伴う学習者の知覚特徴の変化を調べた以下の３実験の結果を報告した。

　まず、フランス語３鼻母音を聞かせ、頭の中の日本語「５母音+ン」との類似度を調べた。その結果、学習歴による知覚の変化があるということが確かめられた。また、この結果から、フランス語３鼻母音間の位置関係を推測すると、各学習歴の聞き分け難易度と全て一致した。さらに、学習歴10年以上の被験者の結果は、辞書や教科書のカタカナ表記と一致した。

　次に、複数話者のフランス語３鼻母音と日本語５鼻母化母音の類似度を判定させ、多次元尺度構成法で分析した。学習歴と伴に、フランス語鼻母音の話者間の差を感じなくなり、日本語の｢オ｣に感じる範囲が広がることが観察された。また、フランス語母語話者の結果と比較すると、日本人もフランス人も、母語を基準にして、外国語の音を聞いていることが分かった。

　最後に、フランス語16母音と日本語５母音との類似度を判断させ、多次元尺度構成法で分析した。また、各音のカタカナでの記述もさせた。その結果、日本語母音とフランス語鼻母音の頭の中での配置が、学習歴が長くなると、近づき、重なり、同次元で判断していることが分かった。また、フランス語鼻母音間が相対的に離れて行き、区別ができるようになることが観察された。最後にカタカナによる表記の結果は、学習歴に伴う表記バリエーション、子音的要素、二母音連続、促音、濁音、音節数の減少が見られた。

　以上の結果より、フランス語鼻母音と日本語母音との類似度知覚の変化が確かめられた。また、上級者も、母語母音を基準に外国語の母音を聞いており、初級者ほど、２言語音を別の次元のものと感じ、コミュニケーションに必要ない特徴まで聞いていることが分かった。

PAGE  
111

